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は、本書に含まれる技術上または編集上の
誤りおよび欠落について、一切責任を負う
ものではありません。

安全に関する注記

装置の電源を入れる前に、操作と安全に関
する指示をお読みになり、それらの指示に
従ってください。

商標

すべての製品名および会社名は、原所有者
の登録商標です。商標の使用は、すべて識
別および参照のみを目的としており、HP と
商標の所有者または製品ブランドの関係性
を暗示しているわけではありません。
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MJF システムの概要1

自動取り出しステーションは、Multi Jet Fusion システム全体の一部を構成しています。

マニュアル
製品の全ドキュメントは、Web から入手できます。

以下のドキュメントが入手可能です。

● サイト準備ガイド

● 概要情報

● ユーザー ガイド (本書)

● 法律に関する情報

● 限定保証

● 適合宣言 (DECLARATION OF CONFORMITY)

● HP SmartStream 3D Command Center ユーザー ガイド

これらのドキュメントは HP Web サイト 
(http://www.hp.com/go/jetfusion3D5200AutomaticUnpackingStation/manuals) からダウンロードできます。

製品の使用要件
このトピックでは、このテーマに関連する概念について説明します。

製品、サービス、および消耗品は、以下の追加条件に従うものとします。

● お客様は、3D HP プリンタ製品で HP ブランド消耗品と HP 認定マテリアルのみを使用することに
同意し、HP 以外の消耗品を使用すると、製品の機能や安全上の深刻な問題が発生するおそれがあ
ることを理解しているものとします。これにはユーザー ガイドに概要が示された問題が含まれ、
これに限定されません。お客様は、米国、EU、および/または他の適用法で認められていない製品
と消耗品の両方またはいずれかを使用しないことに同意するものとします。

● お客様は、核兵器、ミサイル、化学兵器または生物兵器と、いかなる種類の爆発物のすべてまた
はいずれかの開発、設計、製造、生産に、本製品と消耗品の両方またはいずれかを使用しないこ
とに同意するものとします。

● お客様は、以下に概要を示す接続要件に準拠することに同意するものとします。

● お客様は、製品を公開仕様に従って動作させるためのみに、製品に組み込まれたファームウェア
を使用できます。

● お客様は、ユーザーズ ガイドに従うことに同意するものとします。
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● これらの条件に従って提供された製品、サービス、テクニカル データのすべてまたはいずれかは、
お客様内部で使用するためのものであり、再販売するためのものではありません。

プロセスの説明
取り出しステーションの使用プロセスの概要。

1. 冷却後、フォークリフトによってナチュラル クーリング ユニットがシェルフから取り出され、取
り出しステーションのホルダーに固定されます。

2. スライス ブレードを手動で開くと、内容物全体 (マテリアルとパーツ) が取り出しステーションに
移動します。

3. 有孔プラットフォームが下に移動し、印刷ジョブ全体をピックアップします。

4. ナチュラル クーリング ユニットが取り外され、ビルド チャンバーの上蓋によりしっかりと密封
されています。

5. 振動モーターによってプラットフォームに振動が発生し、エア ノズルによって印刷されたパーツ
からマテリアルが吹き飛ばされます。

6. プラットフォームの下で、取れそうなマテリアルが収集され、バキュームポンプによって取り除
かれます。マテリアルがマテリアル トラップを通じてエクスターナルタンクに入ります。

7. 空気圧によって動作するスライダであるパーツ取り出しユニットは、アンローディング ドアを開
くと、きれいなパーツをアンローディングボックスに押し込みます。
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安全に関する注意事項2

取り出しステーションを使用する前に、以下の安全に関する注意事項と操作に関する指示を読んで、
装置を安全に使用してください。

適切な技術研修を受け、作業中に遭遇する可能性がある危険性について学び、自分自身はもとより他
の人にも及ぶ危険要因を最小限に抑えるために、適切な対策を講じることをお勧めします。

製品を正しく安全に操作するために、推奨されるメンテナンスとクリーニング作業を実施してくださ
い。

操作は常に監視される必要があります。

製品は静止させ、権限のある要員のみにアクセス制限された場所に配置する必要があります。

権限のない人は適切なトレーニングを受けていないため、作業領域の危険性について認識していませ
ん。そのため、

● 権限のない人が作業領域に近づかないようにしてください。

● 疑わしい場合は、その人に近づいて作業領域から出てもらってください。

● 権限のない人が作業領域にとどまっている間は、作業を中断してください。

一般的な安全に関するガイドライン
次のいずれかの場合、建物の PDU (Power Distribution Unit: 電力分配装置) にある分岐ブレーカーを使用
してすべての装置の電源を切り、サービス担当者に連絡してください。

● 電源コードが損傷した。

● 製品がなんらかの衝撃によって破損している。

● 製品に液体が入った。

● 製品から煙が出たり、異様な臭いがする。

● ヒューズが飛ぶ。

● 製品が正常に動作しない。

● 機械的な破損またはエンクロージャの破損が発生している。

次のいずれかの場合には、分岐ブレーカーを使用してすべての装置の電源を切ってください。

● 雷雨時

● 停電時

製品は指定された動作温度と湿度範囲でのみ操作してください。サイト準備ガイドは、
http://www.hp.com/go/jetfusion3d5200AutomaticUnpackingStation/manuals/からダウンロードできます。

製品を設置する取り出し領域では、液体の流出や結露発生を抑える必要があります。
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製品の電源を入れる前に、内部に結露がないことを確認してください。

作業現場に十分な照明があることを確認します。

必ず、製品の下 0.5 m の領域やエクスターナルタンクを含む作業領域を定期的にクリーニングしてく
ださい。

点検時は、メイン スイッチが許可なく再接続されないように保護してください。

警告ラベルが付いている部分には特に注意してください。

HP 認定および HP ブランドのマテリアルのみを使用してください。承認されていないサードパーティ
製のマテリアルを使用しないでください。

予期しない故障、異常、ESD (静電気放電)、または EMI (電磁妨害) が発生した場合は、緊急停止ボタン
を押して製品を接続解除してください。問題が解決しない場合は、サービス担当者に連絡してくださ
い。

最終パーツ/ビルド
3D 印刷で製造するパーツに関連するリスクやパーツから発生するリスクはすべてお客様の責任に委
ねられます。

何らかの用途、特に米国、EU、その他の行政機関によって規制された用途 (医学/歯科、食品に接触す
るもの、自動車、重工業、および消費財を含みますが、これらに限定されません) に対する製品およ
び/または 3D 印刷で製造するパーツの適切性および適用される規制への準拠の評価は、お客様の単独
責任に委ねられます。

爆発の危険性
爆発の危険を回避するため、注意が必要です。

警告！粉塵により爆発性混合物が形成されることがあります。静電気放電に対する予防策を講じ、発
火源を近づけないでください。

注：装置の設置は標準的な場所のみを想定しており、危険な場所や ATEX の指定ゾーンに設置するこ
とは想定していません。

爆発の恐れを防止するため、以下の注意事項に従ってください。

● 装置または素材の保管場所の近辺では、喫煙、溶接、ろうそくや裸火の使用を禁止する必要があ
ります。

● ほこりの蓄積を防けるため、防爆掃除機を使用して、装置の内外をバキューム クリーナーで定期
的にクリーニングしてください。埃を掃いたり、圧縮空気のエアガンで取り除こうとしないでく
ださい。

● クリーニングには耐爆性の掃除機が必要になります (可燃物の埃のため)。素材がこぼれないよう
にするための対策を講じ、ESD (静電気放電)、裸火、火花のような発火源を近づけないようにして
ください。付近で喫煙しないでください。

● 製品やアクセサリは、適切に接地された商用電源コンセント以外に接続しないでください。内部
結線に手を加えないでください。静電気放電または電気火花が発生した場合は、操作を停止し、
製品を接続解除してからサービス担当者に連絡してください。
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● HP 認定および HP ブランドの素材とエージェントのみを使用してください。承認されていない
サード パーティ製の素材やサード パーティ製のエージェントを使用しないでください。

● HP アクセサリを使用して 3D パーツを取り出すことをお勧めします。他の方法を使用する場合
は、次の注記をお読みください。

– 取り扱い時および/または保管時に発生する粉塵により爆発性の混合気が形成されることがあ
ります。粉塵爆発の特性は、粒子のサイズ、粒子の形状、含水量、汚染物質、その他の要因
によって異なります。

– 電気分類要件に従って、すべての装置が正しく接地され、取り付けられていることを確認し
てください。あらゆる乾燥素材と同様に、この素材を注ぎ込んだり、シュートやパイプから
自由落下させたり供給した場合は、静電気が蓄積して火花が発生し、素材自体、または素材
やコンテナと接触する可燃性の素材が発火する可能性があります。

● 素材の保管、取り扱い、および廃棄は地域の法律に従って行ってください。地域の EHS 
(Environmental, Health and Safety: 環境、衛生、安全) の手順に従ってください。詳細については、安
全性データ シート (SDS) を参照してください。これには、http://www.hp.com/go/msds からアクセス
できます。

● 製品は危険場所に設置しないでください。操作中に可燃性の粉塵が発生するおそれのある他の装
置に近づけないでください。

● サンドブラストのようなポストプロセッシング用補助装置は、可燃性の粉塵に適した装置を使用
してください。

● 火花や素材の流出が認められた場合は、直ちに操作を停止し、操作を継続する前に HP サービス担
当者に連絡してください。

● 可燃物のほこりを扱う場合は、すべての人が伝導性または散逸性の履物や服装、および伝導性の
床材を使用して、静電気を帯びないようにする必要があります。

● ユーザーとオペレーターは、地域の法律と会社の要件に従って、クリーニング作業中に生じる爆
発性雰囲気や関連する危険に関するトレーニングを受けている必要があります。

● エクスターナルタンクは、静電気接地用クランプを使用して接地ポイントに接続します。

感電による危険
感電の危険を回避するため、注意が必要です。

警告！電気制御キャビネットおよび取り出しステーション内の内部回路は、死亡または重大な人身事
故につながる可能性のある危険な電圧で動作します。

保守作業を行う前に、建物の PDU (Power Distribution Unit: 電力分配装置) にある分岐ブレーカーを使用
して装置の電源を切ってください。装置は、接地された電源コンセントのみに接続する必要がありま
す。

感電の恐れを防止するため、以下の点を守ってください。

● 内部回路エンクロージャ、取り出しステーションまたは電気制御キャビネットは、ハードウェア 
メンテナンス作業を行うとき以外、分解しないでください。これらの装置を分解する場合は、厳
密に指示に従って分解してください。

● 閉じられたシステムのカバーや差し込み口を取り外したり開いたりしないでください。

● 異物を装置のスロットに差し込まないでください。
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● 残留電流ブレーカー (RCCB) の機能を 1 年ごとにテストしてください。

注記：ヒューズが飛ぶ場合は、装置内の電気回路が故障している可能性があります。サービス担当者 
(62 ページの 「ヘルプ情報」を参照) に連絡してください。自身でヒューズの交換を試みないでくだ
さい。

熱による危険
バキュームポンプがアクセス可能なパーツは高温になる可能性があるため、触るとやけどの危険性が
あります。

怪我を防止するため、以下の注意事項に従ってください。

● メンテナンス領域に触れる場合は、特に注意してください。製品の温度が下がってからカバーを
開けてください。

● 警告ラベルが付いている部分には特に注意してください。

● 製品が動作しているときは、その内部に物を置かないでください。

● 稼動中に、エンクロージャを覆わないでください。

● 必ず製品の温度が下がってからメンテナンス操作を実行してください。

発火の危険
取り出しステーションのバキューム サブシステムおよび振動サブシステムは高温で稼動しています。
内蔵の残留電流ブレーカー (漏電遮断器) が繰り返し落ちる場合は、サービス担当者に連絡してくださ
い。

発火の恐れを防止するため、以下の注意事項に従ってください。

● 製品プレートに示された電源電圧を使用してください。

● 電源コードは、サイト準備ガイドの詳細情報に従って分岐ブレーカーによって保護された専用の
線に接続してください。

● 異物を製品のスロットに差し込まないでください。

● 液体が製品にこぼれないように注意してください。清掃後、すべてのコンポーネントが乾いてい
ることを確認してから製品の使用を再開してください。

● 可燃性ガスを含むエアゾール製品を、取り出しステーションの内部または周囲で使用しないでく
ださい。爆発性ガスが大気中に存在する場合は動作させないでください。

● 製品の開口部を遮断したり、覆わないでください。

● 電気制御キャビネットやエンクロージャを改造しないでください。

● 製品が本来の目的のために安全に動作するように、適切なメンテナンスと HP 純正の消耗品が必要
です。HP 純正品以外の消耗品を使用すると火災が発生する恐れがあります。

● 警告ラベルが付いている部分には特に注意してください。

● 上部カバー、エンクロージャ、または換気口を物で覆わないでください。
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● メンテナンスや点検の実施後に、工具やその他の物質を製品内部に置き忘れないでください。

消火剤には、二酸化炭素、水スプレー、乾式化学薬品、または泡が適しています。

注意：火災が広がる可能性があるためウォータージェットを使用しないでください。

警告！使用する素材によっては、偶発的な火災が発生した場合に、有害物質が大気中に放出される場
合があります。自蔵式プレッシャデマンド型呼吸器と完全な防護服を着用してください。EHS の専
任担当者は、http://www.hp.com/go/msds から取得可能な各素材の安全データ シート (SDS) を確認し、
各設置場所に適した対策についてアドバイスしてください。

機械的危険
取り出しステーションには人身事故の原因になる可能性のある可動部分があります。

怪我の防止のため、製品の近くで作業する場合は、以下の注意事項に従ってください。

● 衣服や身体を可動部分に近づけないようにしてください。

● ネックレス、ブレスレットなど、垂れ下がる物体の着用は避けてください。

● 長髪の場合は、頭髪が製品内に落下しないように束ねてください。

● 袖や手袋が可動部分に巻き込まれないように注意してください。

● ファンの近くに立たないでください。

● カバーがかかっている状態で製品を動作させないでください。

● 故障したコンポーネントは交換するか修理してください。予備部品と磨耗部品は純正品のみを使
用してください。

● 上部カバーを開いたり閉じたりする際には注意が必要です。手を挟む恐れがあります。

● エクスターナルタンクは慎重に取り扱ってください。トレーニングを受けた担当者のみがシステ
ムを操作する必要があります。

● パーツの取り外しプロセス中、および取り出しドアが開いた状態でプラットフォーム領域のメン
テナンスを実行する際は、注意が必要です。指を切る恐れがあります。

● 安定した状態を保ち、転倒を防ぐため、取り出しステーションは平らな面に設置して、ネジ式の
足で所定の位置に固定する必要があります。

化学的な危険性
化学物質に対する気中浮遊物質への曝露の可能性を適切に管理するために、十分な換気が必要です。

消耗品 (素材およびエージェント) の化学成分については、http://www.hp.com/go/msds から取得可能な
安全性データ シートを参照してください。それぞれの設置場所での適切な測定に関しては、通常の空
調または EHS の専任担当者のアドバイスに従ってください。
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HP 認定の素材とエージェントのみを使用してください。承認されていないサード パーティ製の素材
やサード パーティ製のエージェントを使用しないでください。

警告！マテリアルの処理時、およびナチュラル クーリング ユニットの使用時に危険物質が放出され
ることがあります。このため、最小限推奨される換気装置が部屋にあることを確認してください (サ
イト準備ガイドを参照)。

警告！危険物質が (エージェントから生じる揮発性有機化合物、つまり VOC の形で) 表面で凝縮して
いる可能性があります。化学物質への接触のリスクを減らすため、個人用保護具を着用してください 
(9 ページの 「保護用具」を参照)。

通気
システムを設置する部屋が地域の環境、衛生、安全 (EHS) ガイドラインおよび規定を満たしていること
を確認してください。

健康への危害を避け、快適性を維持するには外気換気が必要です。十分な換気を確保するための規定
に則したアプローチについては、最新の ANSI/ASHRAE (American Society of Heating, Refrigerating and Air-
Conditioning Engineers) の文書「Ventilation for Acceptable Indoor Air Quality」を参考にしてください。

安全性データ シートに従って、素材およびエージェントに対する気中浮遊物質への曝露の可能性を適
切に管理するために、十分な換気が必要です。消耗品 (マテリアルおよびエージェント) の化学成分、
および適切な換気については、http://www.hp.com/go/msds に提供されている安全性データ シート

（SDS）のセクション 8 にある「適切なエンジニアリング コントロール」を参照してください。

空気中のマテリアルは、既存の屋内気質検査プロトコルに従うことで簡単に識別および計測を行うこ
とができます。HP ではすべての製品の開発段階でこれら評価を実施しています。

危険物質の濃度の量に応じて、作業スペースに合った個人用保護具の選択を検討してください。地域
の規制に従った技術的手段や適切な作業手順を、個人保護具の使用よりも優先してください。

空調
健康への害を避けるための外気換気に加え、適切な気候動作環境を整えて作業現場の環境レベルを維
持することで、オペレータの不快感や機材の故障を防ぐことができます。

すべての装置設置の場合と同様に、設置場所での周囲の快適性レベル、空調を維持する場合には、装
置からの排熱を考慮するべきです。通常、取り出しステーションの電力損失は 2.0 kW です。

地域の EHS (Environmental, Health and Safety: 環境、衛生、安全) のガイドラインおよび規定を満たす空
調が必要です。部屋の空調の設置および取り出しステーションの配置を計画する際には、以下の手順
に慎重に従ってください。

● 空調設備装置の排気が取り出しステーションにかからないようにしてください。

● 空調のスプリット/ディフューザーは、取り出しステーションの表面およびカバーから、少なくと
も 2 メートル離して配置する必要があります。

● 空調のスプリット/ディフューザーは回転式にする必要があり、正流や層流を回避します。空調シ
ステムからの空気は、取り出しステーションに届く前に部屋の既存の空気と適切に混合される必
要があり、取り出しステーションの表面に直接かからないようにする必要があります。

● 加湿器を使用する場合は、吸気口での極度の高湿度を防止するために、取り出しステーションの
横に置かないでください。
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音圧レベル
ISO 4871 に従った定格二重騒音放射値。最悪のバイスタンダ位置に対応しており、取り出しステー
ションの背面にあります。取り出しプロセス中に ISO 11202 に従って測定されたものです。

● LpA = 78 dB(A) (取り出し中に測定)

● KpA = 4 dB

地域の法律に従って、聴力保護具の着用が必要になる場合があります。EHS の専任担当者にお問い合
わせください。

自然冷却ユニットの移動の危険
怪我を避けるため、自然冷却ユニットを移動する場合は特に注意が必要です。

● 必ず、長靴や手袋などの保護用具を着用してください。

● 自然冷却ユニットの移動に使用する台車は、ハンドルのみを使用して操縦してください。

● 自然冷却ユニットは段差のないスムーズで平らな面を移動させてください。

● 移動には注意を払い、素材がこぼれることがあるため、衝撃を加えないようにしてください。

● 自然冷却ユニットを動かしていないときは、手前のキャスターをロックします。動かす直前に
ロックを解除することを忘れないでください。

自然冷却ユニットを他の部屋に移動する場合は、一定の環境条件に維持する必要があることを忘れな
いようにしてください。

保護用具
お客様の作業環境に何らかの危険が要因がある場合は、保護用語を使用して危険から保護してくださ
い。

HP では、マテリアルの取り扱い、パーツの取り出し、特定のメンテナンスおよびクリーニングタスク
に使用できる以下の装備を推奨しています。

● つかみ面が不規則で柔軟性があり、最大 200°C まで耐える耐熱手袋 1 人 1 組

● 化学薬品に対する保護手袋（結露を取り除く際に着用）

● 伝導性または静電気拡散性のあるフットウェアと衣服

● 有機化合物の蒸気を吸い込まないようにするためのマスク

● ほこりの多い環境の場合はマスクまたはゴーグル

● 必要に応じて聴覚保護

ツールの使用
一部のメンテナンス作業を除き、通常は道具は必要ありません。
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● ユーザ：取り出しステーションの設定、取り出し、毎日のチェックなどの日常的な作業。ツール
は必要ありません。

● メンテナンス担当者：ハードウェア メンテナンス作業および CSR (Customer Self-Replaceable) 部品の
交換には、34 ページの 「ハードウェア保守」で説明されているドライバが必要になる場合があ
ります。

警告！危険な場所や ATEX の指定ゾーンでは、適切な工具 (アンチスパークなど) を使用してください。

注記：設置中に、担当者は製品の安全な操作およびメンテナンスのためのトレーニングを受講しま
す。このトレーニングを受講することなく製品を使用しないでください。

警告および注意
このマニュアルでは、製品の適切な使用と、破損防止のために、以下の警告および注意記号を使用し
ます。これらの記号の付いた指示に従ってください。

警告！この記号の付いたガイドラインに従わない場合、重大な人身事故または死亡につながる恐れが
あります。

注意：この記号の付いたガイドラインに従わない場合、人身事故または製品の破損につながる恐れが
あります。

警告ラベル
これらのラベルは、取り出しステーションのパーツに貼り付けられています。

表 2-1 警告ラベル

ラベル紙 説明

サービス担当者のみ対象

感電による危険

バキュームポンプと振動サブシステムは、危険な電圧で動作
します。プリンタの保守作業を行う前に、電源コードを取り
外してください。

開始する前に

取り出しステーションの電源を入れる前に、操作と安全に関
する指示をお読みになり、それらの指示に従ってください。

火傷の恐れ。内部パーツには、取り出しステーションの温度
が下がってからアクセスしてください。
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表 2-1 警告ラベル (続き)

ラベル紙 説明

マテリアルの取り扱い時、メンテナンスおよびクリーニング
作業時には、手袋を着用する必要があります。化学保護手袋
が適しており、EN 374 に従ってテストする必要があります。

● 手袋の素材：NBR (ニトリル ゴム)

● 厚さ 0.11 mm 超

● 破過時間 480 分超 (浸透リーブ 6)

パーツを取り出すときには、1 人 1 組耐熱性手袋の着用をお
勧めします。処理されるマテリアルによっては、温度が最大
200°C になります。

フィルタを交換するときには、安全マスクの着用をお勧めし
ます。

しっかりと密着する安全ゴーグルを着用する必要がありま
す。

● フィルターの交換時

● メンテナンスおよびクリーニング タスク時

警告！粉塵により爆発性混合物が形成されることがありま
す。静電気放電に対する予防策を講じ、発火源を近づけない
でください。

装置または素材の保管場所の近辺では、喫煙、マッチや裸火
の使用を禁止します。

クリーニングには、可燃性粉塵の吸引認定のある防爆掃除機
が必要です。

素材がこぼれないようにするための対策を講じ、ESD (静電気
放電)、裸火、火花のような発火源を近づけないようにしてく
ださい。付近で喫煙しないでください。

地域の法律に従って廃棄してください。

メンテナンスおよびサービス担当者のみ対象

感電の危険。プリンタの保守作業を行う前に、電源コードを
取り外してください。バキュームポンプと振動サブシステ
ム、および電気キャビネットは、危険な電圧で動作します。
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表 2-1 警告ラベル (続き)

ラベル紙 説明

指の切断の危険。可動部品に触れないでください。

挟まれるの恐れがあります。可動部品に手を近づけないでく
ださい。

メンテナンスおよびサービス担当者のみ対象

可動部品に注意。可動部品、ロック フック、ピストンには触
れないでください。

資格を持つ電気技術者を対象に PE (Protective Earth: 保護アー
ス) 端子、メンテナンス/サービス担当者のみを対象に接地端
末を示します。電源に接続する前に、必ずアース接続を行っ
てください。

緊急停止ボタン
取り出しステーションには、緊急停止ボタンがあります。緊急事態が発生した場合は、緊急停止ボタ
ンを押すと、すべてのプロセスが停止します。

バキューム システム、モーター、およびプラットフォームが停止します。システム メッセージが表示
されます。

取り出しステーションを再起動する前に、緊急停止ボタンが解除されていることを確認してください。

安全上の理由により、取り出し中は取り出し領域にアクセスできません。取り出しステーションの温
度が下がってから内部のものに触れてください。

取り出しステーションを完全に停止するには、電源を切ります。
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メイン コンポーネント3

取り出しステーションのメイン コンポーネントです。

取り出しステーション
以下に示すのは、取り出しステーションの主なハードウェア コンポーネントです。

1. フォークリフト

2. ナチュラルクーリングユニット

3. スライス ブレード

4. エクスターナルタンク

5. マテリアル トラップ

6. マテリアル ホース

7. 上蓋

8. フロントパネル

メイン コンポーネント 13



9. 緊急停止ボタン

10. セマフォ

11. メイン スイッチ

12. 取り出し領域とアンローディングボックス

13. アンローディング ドア

14. ビルド プラットフォーム

15. 空気圧シリンダーの筐体

16. バイブレータ モーター

17. エア ノズル バー

フロントパネル
フロントパネルは、グラフィカル ユーザ インタフェースを備えた、タッチセンサー式画面です。

フロントパネルでは取り出しステーションのすべてを制御することができ、デバイスに関する情報の
確認、デバイス設定の変更、デバイス ステータスの監視、ビルドの取り出しなどのタスク実行が可能
です。必要に応じてフロントパネルには、アラート(警告およびエラー メッセージ)が表示されます。

ホーム画面

トップレベルの画面が 2 つあり、画面上で指をスライドさせるか、画面の下部で適切なボタンをタッ
プすることで、画面を変えることができます。

● メイン画面からは、最も重要な機能に直接アクセスできます。
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● 全アプリケーション画面には、使用可能なすべてのアプリケーションのリストが表示されます。

ステータス センター
フロントパネルの上部にはステータス センターがあり、上から下にスワイプすることで拡大すること
ができます。

操作の実行時を除いて、ほとんどすべての画面に表示されます。ステータス センターには、取り出し
ステーションのステータスが表示され、ここで直接そのステータス (たとえば、取り出しなど) および
アラートをキャンセルすることができます。

システム オプションを変更する
フロントパネルで取り出しステーションのさまざまなオプションを変更できます。

[設定] アイコン  をタップし、[システム] をタップします。

● [日付と時刻オプション] では、取り出しステーションの日付と時刻を表示または設定できます。

● [単位の選択]では、フロントパネルに表示される測定単位を変更できます。[インチ]または[メート
ル]を選択します。デフォルトで、単位は[メートル]に設定されています。

管理者パスワードを設定する
フロントパネルから管理者パスワードを設定することができます。
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[設定] アイコン  をタップし、[セキュリティ] > [管理者パスワードの管理] をタップして、パス

ワードを入力します。パスワードが既に設定されている場合は、古いパスワードを入力してから新し
いパスワードを設定する必要があります。

プリンタ設定を変更する場合は、管理者パスワードを指定する必要があります。

ソフトウェア
取り出しステーション用の HP ソフトウェアは、Web からダウンロードできます。

このソフトウェアは、HP の Web サイト 
(http://www.hp.com/go/jetfusion3D5200AutomaticUnpackingStation/software) からダウンロードできます。

HP SmartStream 3D Command Center
各デバイスは、デバイスに関する最も重要な情報をまとめたカードによって表されています。

デフォルトでは、デバイス ステータス情報が表示されます。
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カードの上部には、以下の情報が表示されます。

● デバイスの種類を識別できるアイコン

● Command Center に登録されたユーザーによって選択されたデバイスの名前

● デバイスの現在のステータス

ドロップダウン メニューを使用して、ビルドとサプライ品に関する情報を表示できます。

カードをクリックすると、デバイスに関する詳細情報が表示されます。

図 3-1 [バージョン情報] タブ

[戻る] またはブレッドクラムをクリックし、監視の概要領域に戻ります。

デバイス アラート
以下の手順では、このトピックの詳細な手順について説明します。

カードには警告やエラーが表示されることがあり、プリンタによって決定される重要度によって、プ
リンタ ステータスがこれによりオーバーライドされる場合があります。

● 警告とは、定期メンテナンスなど、緊急ではない問題についてです。特定コンポーネントに関す
る警告は、そのコンポーネントを表すアイコン上に表示されます。
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● エラーとは、ランプの破損など、プリンタでジョブが開始できなくなるような緊急の問題につい
てです。特定コンポーネントに関するエラーは、そのコンポーネントを表すアイコン上に表示さ
れます。
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電源オン・オフ4

装置は指定された動作温度と湿度範囲でのみ操作してください (サイト準備ガイドを参照)。

機器やサプライ品が指定範囲外の動作環境条件に置かれている場合は、装置の電源を入れる前に動作
環境条件に到達するまで 4 時間以上放置してください。

取り出しステーションの電源をオンにする
電源をオンにする準備をして、スイッチを入れ、フロントパネルをタップします。

1. 製品の電源をオンにする準備ができていることを確認します。

● 緊急停止ボタンは押さないでください。

● 上蓋を閉じてください。

● 誰も製品に触れないようにしてください。

2. メイン スイッチを回転させて取り出しステーションを起動します。
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3. フロントパネルで [すべて確認] ボタンします。
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ネットワーク5

取り出しステーションには、ネットワーク接続用の RJ-45 ポートが 1 つ装備されています。

Class B 仕様を満たすため、シールド I/O ケーブルを使用する必要があります。最適なパフォーマンス
を得るためには、Cat 5/5e または Cat 6 ケーブルと、ギガビット対応のローカル ネットワーク装置の使
用をお勧めします。

印刷およびマネジメント ソフトウェアとの通信はすべてネットワークを介して行われるため、取り出
しステーションを操作するには、ネットワークを正しくセットアップする必要があります。

接続とリモート監視の要件
取り出しステーションを操作するには、接続要件があります。

定義

● 製品とは、HP ブランドの取り出しステーションと関連する HP ブランドのアクセサリ、および付
属する HP ブランドの 3D ソフトウェアを意味します。これは、お客様のオーダーにリストされて
いますが、消耗品やサービスは除きます。

● サイト準備ガイドは、製品の販売に先立ち、HP または HP 認定のサービス担当者によってお客様
に提供される製品のサイト準備ガイドを意味します (オンラインまたは紙のいずれかの形式)。

● お客様のコンピュータとは、サイト準備ガイドで詳しく規定されているとおり、お客様の全費用
負担により、お客様が用意したコンピュータを意味しており、製品の管理に必要な HP 3D ソフト
ウェアをホストしています。

● お客様のマシン データとは、お客様の製品から収集されたデータを意味しており、以下に限定さ
れませんが、以下を含む場合があります。製品の使用状況データ製品の製造データ製品のシステ
ム イベント製品のメンテナンスおよびキャリブレーション履歴製品の製品番号製品のシリアル番
号製品のファームウェア バージョン製品の IP アドレスセンサー アクティビティビルド ID、ビルド
期間、印刷モードが含まれますが、これに限定されません。お客様のマシン データに、デザイン 
ファイル、パーツ ファイル、ジョブ名、ジョブの内容、パーツ形状、温度マップ、ユーザー名、
またはパーツ名は含まれません。

要件

● お客様は HP がお客様のコンピュータに必要な HP 3D ソフトウェアをインストールして、お客様の
コンピュータが製品に接続されている状態を保ち、お客様のコンピュータで常にそのような HP 3D 
ソフトウェア実行されている状態を保つことを許可します。

● お客様は、HP により承認された通信チャネルを通じた永続的なインターネット接続経由で HP 3D
ソフトウェアから HP セキュア クラウドへの接続を提供し、サイト準備ガイドで詳しく規定され
ているとおりにそのような接続を常に確保するものとします。これにかかわる費用はすべてお客
様が負担します。お客様には、不測の中断が発生したとき、商取引上合理的な範囲ですぐに接続
を復元する責任があります。
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● お客様は、サイト準備ガイドで規定されているとおりに製品から HP Cloud への接続を維持できな
い場合、製品の機能が限定されるか機能が失われ、サービス レベルが限定されることに同意する
ものとします。

● 製品は、お客様のマシン データを収集する可能性があります。お客様は、HP 3D ソフトウェアを
通じて製品からお客様のマシン データにリモートでアクセスする許可を HP または HP 認定エー
ジェントに付与するものとします。お客様のマシンデータは、リモートサポートを提供する目的
で HP および/または HP 認定エージェントにより使用されます。リモート サポートにより、高度
な診断、予防メンテナンス、ソフトウェアの更新、サプライ品および消耗品の使用状況と統計の
計算、将来の HP の製品およびサービスの向上の評価が可能になります。加えて、お客様のマシン 
データは、製品の使用状況、最も使用されている製品機能を HP が調べ、総合的な各種の製品使用
統計を計算するのに役立ちます。

● HP および/または HP 認定エージェントは、お客様のプライバシーを尊重しており、お客様のマシ
ン データを保護するよう努めています。また、権限のないアクセスや開示を防ぎ、お客様のマシ
ン データの適切な使用を確保するため、合理的な予防措置を取ります。個人レベルのデータと分
類されるデータがある場合、HP および/または HP 認定エージェントは、HP のプライバシー ステー
トメント (http://www.hp.com/go/privacy) と該当する場合は個人データの権利に関する通知 
(http://welcome.hp.com/country/privacy/privacynotice) に従って、そのようなデータに加えて、収集さ
れたあらゆるデータのプライバシーを保護します。

設定
ネットワーク設定にアクセスするには、フロントパネルの設定アイコンをタップします。

ホスト名
取り出しステーションには、カスタマイズされたホスト名を割り当てることができます。

ネットワーク インフラストラクチャでサポートされている場合、取り出しステーションは DNS サービ
スへのホスト名の登録を試みて、IP アドレスよりもホスト名を使用して、取り出しステーションと通
信できるようにします。

同様に、ドメイン サフィックスを割り当てて、取り出しステーションの完全修飾ドメイン名を定義す
ることができます。

IPv4 設定
取り出しステーションで DHCP プロトコルを使用して IPv4 ネットワーク設定を自動検出するか、また
は手動設定するかを選択することができます。

これらの設定は以下のとおりです。

● [IP アドレス]：取り出しステーションに割り当てられている一意のインターネット プロトコル ア
ドレス。

● [サブネットマスク]：取り出しステーションの IP アドレスに対応するマスク。

● [デフォルト ゲートウェイ]：ネットワークゲートウェイの IP アドレス。

● [DNS 設定方法]：DNS サーバを DHCP サービスにより割り当てるか、または手動で割り当てるか。

● [プライマリおよびセカンダリ DNS サーバ]：DNS サーバの IP アドレス。
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リンク速度
内蔵ネットワーク コントローラでは、IEEE 802.3 10Base-T Ethernet、IEEE 802.3u 100Base-TX Fast Ethernet
および 802.3ab 1000Base-T Gigabit Ethernet 準拠ネットワークへの接続がサポートされます。取り出し
ステーションを接続して電源をオンにすると、ネットワークとのオート ネゴシエーションが実行さ
れ、10、100 または 1000Mbps のリンク速度で動作し、全二重または半二重モードで通信が行われま
す。

ただし、ネットワーク通信の確立後に、フロントパネルを使用したり他の設定ツールを使用して、リ
ンクを手動で設定することもできます。
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ビルドの取り外し6

これは、取り出しステーションの主な機能です。

注記：ナチュラルクーリング ユニットにジョブを引き出すときは、新しい境界ボックスを使用でき
ます。

ジョブ内のパーツを保護するために境界ボックスをプリントする必要がある場合、側面の壁があるた
め、AUS で使用する場合はデフォルトの境界ボックスが最適ではない可能性があります。これは、エ
アノズル ルーチンのパフォーマンスに影響を与え、適切なクリーニングができなくなる可能性があ
ります。

HP Jet Fusion 5200 シリーズ 3D 自動取り出しステーション用に最適化された、最適な境界ボックスを
持つナチュラルクーリング ユニット内部のジョブを取り出す場合、プリンタで次の設定が有効に
なっていることを確認してください。

[[ユーティリティ] > [プロセス設定] > [自動取り出しステーション]] に移動し、[上] または [下] を押し
て、すべてのマテリアルまたは 1 つのマテリアルだけで新しい境界ボックスを有効にします。

ナチュラル クーリング ユニットからの取り出し
クーリング ユニットからビルドを取り出す方法。

注記：ナチュラルクーリング ユニットはアクセサリです。61 ページの 「ご注文情報」を参照して
ください。

1. フロントパネルに緊急停止ボタンのロックを解除するよう求めるメッセージが表示された場合、
[OK] を押します。

a. 上部のバーの中央にある下向き矢印をタップします。

b. [すべて確認] をクリックします。

2. [クーリング ユニット] アイコン  をクリックします。
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3. 上蓋を開きます。

4. フォークリフトを使用して、ナチュラル クーリング ユニットを取り出しステーションの上に置き
ます。

フォークリフトの右脚部が、取り出しステーションの下のガイド レールのできるだけ置くに入る
ようにしてください。これによって、破損を防ぐことができ、シャフトの上にクーリング ユニッ
トを正確に配置できるようになります。

5. フォークリフトを取り外します。
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6. ナチュラル クーリング ユニットが開梱位置でロックされていることを確認してください。

注記：フロントパネルに指示が表示されるまでスライド ブレードなどを取り外さないでくださ
い。

7. 取り出しステーションによってビルド ユニットが検出されたら、フロントパネルの [取り出し] ボ
タンを押します。

8. フロントパネルに指示が表示されたら、エクスターナルタンクのマテリアル レベルを確認しま
す。
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図 6-1 エクスターナルタンクの数値は、マテリアル レベルを示しています。

9. 取り出しプロファイルを選択し (名前はここに示されているものと異なる場合があります)、[続
行] をクリックします。

10. パーツを取り出した後に集めるための空のボックスがあることを確認します。

11. [続行] を クリックして、次の手順に移動します。

12. スライス ブレードを取り外します。
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13. [続行] を クリックして、次の手順に移動します。プロセスが始まります。

14. ナチュラル クーリング ユニットのフラップを開き、スライス ブレードを再度挿入します。

こぼれないようにブレードが完全に挿入されていることを確認します。

15. [続行] を クリックして、次の手順に移動します。

16. フォークリフトを使用して、ナチュラル クーリング ユニットを取り外します。

17. フロントパネルに指示が表示されたら、上蓋を閉じます。
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18. 取り出しプロセスが続行されます。

19. 取り出しが終了したら、[アンローディング ドアを開く] を選択します。

20. パーツはボックスに排出されます。

21. フロントパネルにメッセージが表示されたら、パーツが入ったボックスを取り外します。

22. [アンローディング ドアを閉じる] をタップします。
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23. [完了] をタップします。

デフォルトの取り出しプロファイル
ジョブの取り出しに使用される各種パラメータは、取り出しプロファイルに保存されます。

デフォルトでは、次の 2 つの異なる取り出しレシピを使用できます。

● バランス：このプロファイルでは、時間 (20 分) と異種混在型ジョブのクリーン レベルのバランス
が取られます。HP では、AUS の生産性と稼働時間を確保することをお勧めしています。

● ソフト：このプロファイルは、もろいパーツを含むジョブや壊れやすいジョブ向けに設計されて
いるため、クリーン レベルの優先順位は低いが考慮に入れる必要はある用途やジョブに適してい
ます。たとえば、ブラシなどに適しています。

ただし、用途や必要な結果に応じて、既に定義済みの 2 つを含めて合計 10 件までレシピを作成する
ことができます。

取り出しプロファイルの追加と変更
プロファイルを変更したり新しいプロファイルを追加したりするには、次の手順に従います。

1. フロントパネルで [取り出しプロファイル] アイコン  をタップします。
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2. 編集するプロファイルを選択し、[編集] をタップします。

画面に [編集] が表示されない場合、プロファイルの編集を有効にする必要があります。前に戻っ

て [設定] アイコン  をタップし、[ユーティリティ] > [プロセス設定] > [取り出しプロファイ

ル] > [プロファイルの変更を有効にする] をタップします。次に手順 1 に戻ります。

3. このプロセスはレイヤーに分かれています。レイヤーごとに以下のパラメータを変更できます。

ビルド プラットフォーム

● 時間：ステップの長さ

注記：取り出しプロファイルのパフォーマンスを高めるために推奨される、手順 1 の最短時間は
480 秒です。

● 開始時の高さ：取り出しプロセスの開始時のプラットフォームの位置 (上から mm 単位で測定)

● 速度：プラットフォームの移動速度

● 位置：プラットフォームが 2 つのセット ポイント間を移動するか (変化) 一点に固定されるか (静
的)
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ノズルの配置と各種プラットフォームの位置の図表を以下に示します。

● 位置 1、位置 2：上から mm 単位で測定されたプラットフォームの位置と、プラットフォームが各
位置にとどまる秒数

AIR システム
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● ノズル：レイヤー中にアクティブになったエアノズル。有効化する必要があるノズルは、ジョブ
の高さとプラットフォームの位置によって異なります。例：通常、小/中サイズのプロットの場合
や、位置 130 および 290 の間を移動する場合は、下部ノズルで十分です。

注記：取り出しの開始時に存在するパウダーの量が原因で生じる過圧を防ぐため、どのレシピで
も最初の手順で風を吹き付けることはできません。

● Bar：空気圧

● 日時：各ノズルのグループがアクティブになる時間の長さ (一度に機能するノズルのグループは 1
つのみです)

● 振動：バイブレータ モーターを有効化/無効化

● 吸引：バキュームポンプを有効化/無効化

さらに、[+]ボタンを押して新しいステップを追加できます。1 つ以上のステップを選択して複製した
り、削除したり、順序を変更したりすることができます。

目的のパラメータを変更した後、[新規として保存] をタップして新しいプロファイルを作成するか、
[プロファイルの保存] をタップして現在のプロファイルを変更します。
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ハードウェア保守7

取り出しステーションは、パフォーマンスを維持するためにときどき注意が必要です。

警告！ハードウェア保守はトレーニングを受けた担当者のみが行ってください。設置時に、専任担当
者は取り出しステーションの安全な操作およびメンテナンスのためのトレーニングを受講します。
このトレーニングを受講することなく、製品を使用しないようにしてください。

安全に関する注意事項
このガイドの安全に関する注意事項を読んで、装置を安全に使用してください。

3 ページの 「安全に関する注意事項」を参照してください。

適切な技術研修を受け、作業中に遭遇する可能性がある危険性について学び、自分自身はもとより他
の人にも及ぶ危険要因を最小限に抑えるために、適切な対策を講じることをお勧めします。

注意：規定の調整、メンテナンス、および検査作業を、スケジュールに従って実行してください。

設置には、HP 認定の担当者による許可が必要です。製品の電源をオフにしてください。電源と圧縮空
気の供給が遮断され、不測の再起動から保護されます。設置は、設置ガイドの関連する図および回路
図に従って行う必要があります。

寿命が設けられているコンポーネントを定期的に確認し、必要に応じて交換してください。

製品は平らな面に設置して、ネジ式の足で所定の位置に固定する必要があります。

一般的なクリーニング手順
一般的なクリーニングの場合は、蒸留水で湿らせた糸くずの出ない布をお勧めします。クリーニング
後、クリーニングしたパーツを自然に乾燥させるか、新品の布を使用して完全に乾燥させます。

製品に直接液体を噴霧しないでください。クリーニングに使用する布に液体を噴霧してください。

頑固な汚れやしみを除去するには、やわらかい布を水と中性洗剤、または汎用工業用洗浄剤 (Simple 
Green 工業用洗浄剤など) で湿らせます。乾いた布を使用して残っている洗浄剤の泡を取り除きます。

ガラス面の場合、研磨剤の入っていないガラス洗浄剤または汎用ガラス洗浄剤 (Simple Green ガラス洗
浄剤など) で軽く湿らせた、糸くずの出ない柔らかい布を使用します。蒸留水で湿らせた糸くずの出な
い布で残っている洗剤の泡をすべて取り除き、乾いた布で拭いてしみにならないようにます。

警告！火花や裸火に近づけないでください。取り出しステーションの近くでは、喫煙が明示的に禁止
されています。

警告！適切な個人用保護具を使用してください。9 ページの 「保護用具」および 10 ページの 「警告
ラベル」を参照してください。

警告！電源スイッチを誤ってまたは許可なくオンにしたり、メイン電源スイッチを固定してくださ
い。
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注意：研磨剤、アセトン、ベンゼン、水酸化ナトリウム、四塩化炭素などでガラス板を拭かないでく
ださい。ガラス板を傷める可能性があります。また、液体を直接ガラス板にかけないでください。ガ
ラス板の下に液体が入り込んで本体を傷める可能性があります。

圧縮空気のスプレー缶を使用して、電子/電気パーツからほこりを取り除くことができます。

注意：電極部分のあるパーツには水ベースの洗浄剤を使用しないでください。そのような洗浄剤は電
気回路を傷める可能性があります。

注意：製品または環境への被害を防ぐため、ワックス、アルコール、シンナー、アンモニア ベース
の洗浄剤、またはその他の化学洗剤を使用しないでください。

注記：一部の地域では、洗浄剤の使用が規制されています。使用する洗浄剤が連邦、州、地域の規定
に従っていることを確認してください。

保守リソース
一部のリソースは HP から提供されます。ただし、いくつかの簡易ツールは推奨であり、HP から提供
されていません。

メンテナンス キット
これらのキットには、場合によっては必要となる交換部品が同梱されています。

表 7-1 メンテナンス キット

名称 注文方法 部品番号

HP Jet Fusion 5200/4200 3D プロセッシング ステーション バキューム 
ポンプ フィルタ

通常の注文方法で注文します 8VJ68A

HP Jet Fusion 5200 Series 3D 自動取り出しステーション電気制御キャビ
ネット ファン フィルター

通常の注文方法で注文します 2X0E1A

HP Jet Fusion 5200 Series 3D 自動取り出しステーション空気圧フィル
ター

通常の注文方法で注文します 2X0E2A

HP Jet Fusion 5200 Series 3D 自動取り出しステーション上蓋フィルター 通常の注文方法で注文します 2X0E3A

予防保守
定期予防保守の目的は必要となるメンテナンス チェックを一定周期でおこなうことで、故障の発生を
予防し、製品寿命に渡って優れたパフォーマンスを維持し続けることです。

定期予防保守を実施するごとにファームウェア内の寿命カウンタが作動し、推奨されるチェック頻度
に関する変数をカウントします。

内部寿命カウンタが予防保守操作の上限 (テストおよび開発によって設定された上限)に到達すると、
フロントパネルの通知センター上に警告が表示されます。

フロントパネルのステータス センターでアラートを確認する
取り出しステーションの予防保守に関する一切のアラートはステータス センターのフロントパネル
上部に表示されます。これは下にスワイプすることで詳細を表示することができます。

保守リソース 35



フィルターの寿命を確認する
フロントパネルを使用して、フィルターの推定残り寿命を確認できます。

▲ ホーム画面で、[メンテナンス] アイコン  を選択します。

推奨保守ツール (プリンタには付属していません)
次のツールは、取り出しステーションでメンテナンス作業を実行する際に役に立ちます。

● らせん型たわし (目的：一部のクリーニング作業)

ガラスに傷をつけない研磨剤を使用します。不安な場合は、コーナー部分でテストします。

● レザー スクレーパ
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● 吸収性のある多目的な布 (目的：カバーと一般的なクリーニング)

● 糸くずの出ない布かコットン 100%の布 (目的：カバーと一般的なクリーニング)

● 汎用工業用洗浄剤 (Simple Green 工業用洗浄剤など) (目的：一般的なクリーニング)

● 脱イオン水 (目的：一般的なクリーニング)

推奨保守ツール (プリンタには付属していません) 37



● 一般的クリーニング用のノズル アクセサリを備えた可燃性粉塵の吸引認定のある防爆掃除機 (隙
間ノズルおよび柔らかいブラシ ノズルを推奨)

注記：埃や結露の堆積を防ぐため、装置の内外をバキューム クリーナーで定期的にクリーニング
してください。埃を掃いたり、圧縮空気のエアガンで取り除こうとしないでください。

素材がこぼれないようにするための対策を講じ、ESD (静電気放電)、裸火、火花のような発火源
を近づけないようにしてください。付近で喫煙しないでください。

● 懐中電灯 (目的：一般的使用)

● 折りたたみ式脚立 (目的：一般的使用)
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● マイナス ドライバ

● トルクス ドライバ

取り出しステーションのメンテナンス
取り出しステーションの環境はきれいに保つ必要があります。

システム周囲の床 (特に作業場所) は、毎日クリーニングしてください。

シーブ プラットフォームの下のスペースに、マテリアルが堆積していないか週 1 回確認し、必要に応
じてクリーニングしてください。

メンテナンス スケジュール
さまざまなメンテナンス操作を定期的に実行する必要があります。

メンテナンスを実行する前に、取り出しステーションの電源をオフにします。

取り出しステーションのメンテナンス 39



表 7-2 メンテナンス操作の頻度

メンテナンス タスク 毎日 50 時間 200 時間

40 ページの 「取り出しステーションの外側をクリーニングする」 ■

上部カバー

42 ページの 「上蓋のシールを確認する」 ■

43 ページの 「上蓋のクランプを確認する」 ■

ビルド チャンバー

43 ページの 「ビルド チャンバーを確認する」 ■

45 ページの 「電動シリンダーを確認する」 ■

46 ページの 「プラットフォームの下のスペースをクリーニングする」 ■

アンローディング ドア

49 ページの 「アンローディング ドアを確認してシールをクリーニングする」 ■

50 ページの 「取り外しドアのクランプを確認する」 ■

マテリアル ホース

51 ページの 「マテリアル ホースを確認する」 ■

空気圧システム

51 ページの 「空気圧システムを確認する」 ■

50 時間～200 時間の検査とメンテナンス作業を実行したら、フロントパネルの [メンテナンス] アイコ

ン  をタップし、[確認] をタップしてメンテナンスが完了したことを確認します。

取り出しステーションの外側をクリーニングする
この全体的なクリーニングは毎日行ってください。
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表 7-3 推奨ラベル

手袋を着用 防爆掃除機 装置に裸火を近づけ
ない

指の切断の危険 損傷の危険 可動部品に注意

安全性の詳細については、を参照してください。 3 ページの 「安全に関する注意事項」

1. 防爆掃除機を使用して、取り出しステーションとエクスターナル タンクの表面にあるインク デポ
ジットをすべて取り除きます。

2. 取り出しステーションとエクスターナル タンクの下の床と、装置から最大 0.5m の範囲をクリー
ニングします。

取り出しステーションの外側をクリーニングする 41



3. フロントパネルから上蓋のロックを解除して、蓋を開け、糸くずの出ない布を湿らせてシールを
クリーニングします。

4. クリーニング後、すべてのコンポーネントが乾くまで待ってから、上蓋を閉じてロックします。

上蓋のシールを確認する
シールは 50 時間ごとに確認します。

表 7-4 推奨ラベル

指の切断の危険 損傷の危険

安全性の詳細については、を参照してください。 3 ページの 「安全に関する注意事項」

1. 上蓋の周りのシールが破損していないことを確認します。

2. 上蓋を閉じ、蓋によって取り出しステーションの上部が効果的に密封されていることを確認しま
す。
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上蓋のクランプを確認する
上蓋のクランプは 200 時間ごとに確認します。

表 7-5 推奨ラベル

指の切断の危険 損傷の危険 可動部品に注意

安全性の詳細については、を参照してください。 3 ページの 「安全に関する注意事項」

1. フロントパネルで、[設定] アイコン  を選択し、[ユーティリティ] > [メンテナンス] > [ドアと

カバー] > [トップカバー] を選択します。

2. 上蓋をフロントパネルにロックしてからロックを解除し、両方の操作が正しく機能することを確
認します。

ビルド チャンバーを確認する
ビルド チャンバーは 200 時間ごとに確認します。

表 7-6 推奨ラベル

手袋を着用 防爆掃除機 装置に裸火を近づけ
ない

指の切断の危険 損傷の危険 可動部品に注意

安全性の詳細については、を参照してください 3 ページの 「安全に関する注意事項」。

1. フロントパネルを使用して、上蓋と取り外しドアを開きます (詳細は、46 ページの 「プラット
フォームの下のスペースをクリーニングする」を参照)。

上蓋のクランプを確認する 43



2. ビルド プラットフォームの外側に破損 (割れ目、詰まり、または水平方向の位置合わせのずれ) が
ないか確認します。

3. プラットフォームの下の送風機にひび割れがないか確認します。

4. 取り出したパーツやその残りがプラットフォーム上に残っていないかどうかや、チャンバーの側
面に落ちていないかどうかを確認します。
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5. 取り出しブラシが破損していないことを確認します。

6. プラットフォームの下にあるスプリングが破損していないことを確認します。

電動シリンダーを確認する
電動シリンダーは 200 時間ごとに確認します。

表 7-7 推奨ラベル

手袋を着用 防爆掃除機 装置に裸火を近づけ
ない

指の切断の危険 損傷の危険 可動部品に注意

安全性の詳細については、を参照してください。 3 ページの 「安全に関する注意事項」

電動シリンダーを確認する 45



1. バキューム ポンプ フィルターのドアを開きます。

2. 9 本のネジを外して右上のカバーを取り外します。

3. シリンダーに沿って潤滑材が漏れていないことを確認します。

4. シリンダーの表面が破損していないことを確認します。

プラットフォームの下のスペースをクリーニングする
プラットフォームの下のスペースは 200 時間ごとにクリーニングします。

週 1 回のメンテナンスを行うときや、パーツが下に落ちた場合は、プラットフォームの下の領域にア
クセスする必要があります。
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表 7-8 推奨ラベル

手袋を着用 防爆掃除機 装置に裸火を近づけ
ない

指の切断の危険 損傷の危険 可動部品に注意

安全性の詳細については、を参照してください。 3 ページの 「安全に関する注意事項」

1. フロントパネルで、[設定] アイコン  を選択し、[ユーティリティ] > [メンテナンス] > [ドアと

カバー] > [トップカバー] を選択します。

2. 上蓋を閉じ、フロントパネルの [トップカバーをロック] をタップします。

3. [ユーティリティ] > [メンテナンス] > [ビルド プラットフォーム] > [プラットフォームを上げる] を
タップします。

プラットフォームの下のスペースをクリーニングする 47



4. [ユーティリティ] > [メンテナンス] > [空気圧システム] > [バキューム] をタップします。

5. [ユーティリティ] > [メンテナンス] > [ドアとカバー] > [アンローディング ドア] > [アンローディン
グ ドアのロックを解除] をタップします。

6. [アンローディング ドアを開く] をタップします。

7. [ユーティリティ] > [メンテナンス] > [空気圧システム] > [バキューム] をタップします。

8. マテリアルが堆積する壁や他の場所など、プラットフォームの下の領域をしっかりクリーニング
します。

9. 下部領域をクリーニングします。
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10. グリッドを取り外してその下の領域をクリーニングします。

11. グリッドをクリーニングして戻します。

アンローディング ドアを確認してシールをクリーニングする
50 時間ごとにアンローディング ドアを開け、シールをクリーニングしてください。

表 7-9 推奨ラベル

手袋を着用 防爆掃除機 装置に裸火を近づけ
ない

指の切断の危険 損傷の危険 可動部品に注意

安全性の詳細については、を参照してください。 3 ページの 「安全に関する注意事項」

1. フロントパネルで、プラットフォームを下げ、アンローディング ドアのロックを解除して開きま
す。

2. 取り出し領域にあるアンローディング ドアを確認します。

アンローディング ドアを確認してシールをクリーニングする 49



3. 防爆掃除機を使用して、取り出し領域からほこりを取り除きます。

4. アンローディング ドアに漏れがないか確認します。

5. 糸くずの出ない布を湿らせ、アンローディング ドア シールをクリーニングします。

シールは、アンローディング ドアの内側にあり、黄色い印が付いています。

6. クリーニング後、すべてのコンポーネントが乾いていることを確認してから取り出しステーショ
ンの使用してください。

取り外しドアのクランプを確認する
取り外しドアのクランプは 200 時間ごとに確認します。
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表 7-10 推奨ラベル

指の切断の危険 損傷の危険 可動部品に注意

安全性の詳細については、を参照してください。 3 ページの 「安全に関する注意事項」

1. フロントパネルを使用して、アンローディング ドアのロックを解除します (詳細は 46 ページの 
「プラットフォームの下のスペースをクリーニングする」を参照)。

2. アンローディング ドアを開きます。

3. カバーを閉じてください。

4. ロックします。

マテリアル ホースを確認する
マテリアル ホースは 50 時間ごとに確認します。

表 7-11 推奨ラベル

手袋を着用 防爆掃除機 装置に裸火を近づけ
ない

指の切断の危険 損傷の危険 可動部品に注意

安全性の詳細については、を参照してください。 3 ページの 「安全に関する注意事項」

1. ホースに穴や明らかに磨耗した箇所がないことを確認します。

2. ホースの接続に漏れがないことを確認します。

空気圧システムを確認する
空気圧システムは 200 時間ごとに確認します。

表 7-12 推奨ラベル

手袋を着用 火傷の恐れ

マテリアル ホースを確認する 51



表 7-12 推奨ラベル (続き)

手袋を着用 火傷の恐れ

安全性の詳細については、を参照してください。 3 ページの 「安全に関する注意事項」

1. バキューム ポンプ フィルターのドアを開きます。

2. 黒色の圧縮空気栓を回転させて、エア サプライを遮断します。

3. ウォーター デポジットとフィルター ケースを取り外し、ウォーター セパレータ デポジットを空
にします。
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4. すべてのエア チューブで、漏れや曲がった領域、または空気の通過を妨げる可能性があるその他
の問題がないか確認します。また、コネクタから漏れがないことも確認します。チューブを目で
検査し、取り出しステーションが動作中に空気の漏れがないかを音で調べます。

5. ウォーター デポジットとフィルター ケースを戻します。

6. 栓を回転させてエア サプライをオンに戻します。

7. ドアを閉じます。

8. 取り出しステーションの背面にある空気圧システム ドアを開きます。

9. エア チューブで、漏れや曲がった領域などの問題がないかを確認します。

上蓋フィルターを交換する
フィルター エレメントを取り外して新しいフィルターを挿入します。

表 7-13 推奨ラベル

手袋を着用 防爆掃除機 装置に裸火を近づけ
ない

指の切断の危険 損傷の危険 可動部品に注意

安全性の詳細については、を参照してください。 3 ページの 「安全に関する注意事項」

1. フロントパネルの [メンテナンス] アイコン  をタップし、フィルターを選択して、[交換] を

タップします。
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2. 上蓋が閉じていることを確認します。

3. フィルター カバーから 10 本のネジを取り外します (下図では白色)。

4. フィルター カバーを取り外し、フィルター エレメントを取り外します。

5. 圧縮空気で筐体をクリーニングします。

6. 新しいフィルター エレメントを挿入し、フィルター カバーを戻します。

7. 10 本のフィルター カバー ネジを戻します。

空気圧フィルターを交換する
ウォーター デポジットとフィルター ケースを取り外し、フィルターを交換します。
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表 7-14 推奨ラベル

手袋を着用 防爆掃除機 装置に裸火を近づけ
ない

火傷の恐れ 損傷の危険 可動部品に注意

安全性の詳細については、を参照してください。 3 ページの 「安全に関する注意事項」

1. フロントパネルの [メンテナンス] アイコン  をタップし、フィルターを選択して、[交換] を

タップします。

2. バキューム ポンプ フィルターのドアを開きます。

3. 黒色の圧縮空気栓を回転させて、エア サプライを遮断します。
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4. ウォーター デポジットとフィルター ケースを取り外します。

5. フィルターの下部にあるフィルター カバーを外し、フィルターを交換します。

6. ウォーター デポジットを戻します。

7. 栓を回転させてエア サプライをオンに戻します。

8. バキュームポンプフィルター ドアを閉めます。

バキューム ポンプのフィルタを交換する
フィルターを取り外して、新しいフィルターと交換します。

表 7-15 推奨ラベル

手袋を着用 防爆掃除機 装置に裸火を近づけ
ない

火傷の恐れ 損傷の危険 可動部品に注意

安全性の詳細については、を参照してください。 3 ページの 「安全に関する注意事項」
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1. フロントパネルの [メンテナンス] アイコン  をタップし、フィルターを選択して、[交換] を

タップします。

2. バキューム ポンプ フィルターのドアを開きます。

3. ノブを完全に外して、フィルタを取り外します。

4. コンテナを時計回りに回して外します。

注意：コンテナを取り外すときはセンサーに注意してください。センサーが破損するとシーブが
誤動作することがあります。
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5. フィルタを外し、国/地域の規定に従って廃棄してください。

6. 防爆掃除機でコンテナの内側をクリーニングします。

7. コンテナと中央チューブの間に、開いた方を下に、開いていない方を上にして新しいフィルタを
取り付けます。

8. コンテナを半時計回りに回します。

注意：センサーに注意してください。センサーが破損するとシーブが誤動作することがありま
す。
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9. 重要: ノブを締めて、コンテナとフィルタを固定します。

10. ドアを閉じます。

電子キャビネットのファン フィルタの交換
カバーを外し、フィルターを交換します。

表 7-16 推奨ラベル

手袋を着用 防爆掃除機 装置に裸火を近づけ
ない

指の切断の危険 損傷の危険 可動部品に注意

安全性の詳細については、を参照してください。 3 ページの 「安全に関する注意事項」

1. フロントパネルの [メンテナンス] アイコン  をタップし、フィルターを選択して、[交換] を

タップします。

2. 空気圧システム ドアを取り外します。

電子キャビネットのファン フィルタの交換 59



3. 上部と下部の左側にある 2 つのフィルターを確認します。

4. 各カバーを外し、各フィルターを交換します。

5. 各カバーを元に戻します。

6. 空気圧システム ドアを戻します。
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ご注文情報8

この章は、本書の執筆時点でご利用いただけるアクセサリと製品番号のリストです。

サービス担当者に問い合わせて、必要なものがお住まいの地域、およびお使いのモデルに対して入手
可能であることを確認します。

表 8-1 ご注文情報

部品番号 名称

2M7W6A HP Jet Fusion 5200 シリーズ 3D 自動エクスターナル タンク

4QG10A HP Jet Fusion 5200 3D ナチュラル クーリング ユニット

8VJ68A HP Jet Fusion 5200/4200 シリーズ 3D バキュームポンプフィルター

2X0E1A HP Jet Fusion 5200 Series 3D 自動取り出しステーション電気制御キャビネット ファン フィルター

2X0E2A HP Jet Fusion 5200 Series 3D 自動取り出しステーション空気圧フィルター

2X0E3A HP Jet Fusion 5200 Series 3D 自動取り出しステーション上蓋フィルター
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ヘルプ情報9

この章では、サポート リクエスト、カスタマーセルフリペア手順、サービス情報、および診断パッ
ケージを入手する方法について説明します。

リクエストのサポート
サポートは、サポート担当者 (通常は製品の購入先企業) により提供されます。

そうでない場合は、Web サイトから HP サポートにご連絡ください。

http://www.hp.com/go/jetfusion3D5200AutomaticUnpackingStation/support/

サービス担当者にお電話される場合は、以下のように準備してください。

● 本書で紹介されているトラブルの解決手段を再度確認してください。

● 関連する場合は、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。

● 次の情報がお手元にあることを確認してください。

– お使いの取り出しステーションの製品番号とシリアル番号

– フロントパネルに表示されたエラー コード (ある場合)

– ソフトウェアの名前とバージョン番号

– 印刷品質の問題が発生した場合、使用しているマテリアルの名前と製品番号

カスタマー セルフリペア
HP のカスタマー セルフ リペア プログラムは、お客様に保証または契約に基づく最も迅速なサービス
を提供します。このプログラムでは、HP が交換部品をお客様 (エンド ユーザ) に直接お送りし、お客様
が部品を交換できます。このプログラムを使用すれば、お客様の都合のよいときに部品を交換できま
す。

便利で使いやすいプログラム

● サービス担当者は、不具合のあるハードウェア コンポーネントに対処するために交換部品が必要
であるかどうかを判断します。

カスタマー セルフ リペアの詳細については、HP の Web サイト (http://www.hp.com/go/selfrepair/) を参
照してください。

サービス情報
Command Center は要求に従い、さまざまな側面からみた製品の現在のステータスに関するリストを生
成することができます。これは、サービス エンジニアが問題を解決する際に役立つ場合があります。
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診断パッケージの入手
HP の自動取り出しステーション (AUS) には、自身の操作の内部ログが保持されます。システム エラー
が発生した場合、診断パッケージを使用して原因と解決方法が特定できる可能性があります。デフォ
ルトでは、再起動すると必ず、ハードディスクの空き容量を大量に消費しないように、AUS により現
在のログが削除されて新しいログが開始されます。

情報は、次の 2 つの方法で取得できます。

● USB フラッシュ ドライブを使用してフロントパネルから

● HP SmartStream 3D Command Center から

情報を取得したら、エスカレーションに添付する必要があります。

フロントパネルで USB を使用する方法
この方法は、標準の USB フラッシュ ドライブでのみ機能します (フラッシュ ドライブがない場合は、
Command Center の方法を使用します)。USB の方法には、使用するマシンの機能が最小限で済む (AUS 
OS と USB 接続のみ) というメリットがあります。接続とフロントパネルを使用しなくてもかまいませ
ん。

1. FAT32 でフォーマットされた標準 USB フラッシュ ドライブを使用します。

2. USB フラッシュ ドライブに空のファイルを作成し (右クリックして [[新規] > [テキスト文書]] を右
クリック)、pdipu_enable_sessionsX.log (X は取得するセッション数。たとえば、
pdipu_enable_sessions10.log では最後の 10 セッションを取得します) という名前を付けます。こ
れらのセッションは暗号化されます。

3. AUS の左フロント ドアの後ろにある空きスロットに USB を挿入します。

4. HP の自動取り出しステーション (AUS) がすべてのセッションを USB に読み込むのに最大 10 分か
かることがあります。これらのセッションは暗号化されます。情報を含むログを取得するには
HP による操作が必要になります。
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